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平成１８年４月号　（２）

【
一
般
会
計
】

　

加
藤
啓
雄
町
長
は
予
算
編
成
説

明
の
冒
頭
で
「
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
費

の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
に
努

め
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を
推
進

し
た
い
」
と
述
べ
、
依
然
続
く
財

政
状
況
の
厳
し
さ
に
言
及
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
五
十
五
億
七
千
六
十
五

万
円
。
前
年
度
に
比
べ
十
億
五
千

七
百
万
円
余
、
一
六
％
の
減
額
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
特
殊
要
因

で
あ
る
庁
舎
建
設
費
を
除
く
と
、

実
質
的
に
は
対
前
年
比
約
一
億

円
、
一
・
七
％
減
と
な
る
。

　

歳
入
は
、
全
体
の
約
四
六
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
昨
年
同
様

二
十
六
億
円
を
計
上
。
臨
時
財
政

対
策
債
（
後
年
度
に
地
方
交
付
税

に
算
入
）
は
一
億
四
千
七
百
万
円

を
計
上
し
た
。
国
庫
・
県
支
出
金

等
を
含
め
た
こ
れ
ら
依
存
財
源
は

四
十
四
億
七
千
万
円
と
全
体
の
八

〇
％
を
占
め
る
。

　

対
し
て
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
は
十
一
億
円
余
り
。
町
税
は
四

億
三
千
万
円
余
を
計
上
。
所
得
減

や
景
気
低
迷
、
ま
た
固
定
資
産
の

評
価
替
え
の
関
係
で
、
昨
年
度
よ

り
一
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
で
み
る
と
、
庁

舎
建
設
事
業
費
が
庁
舎
建
設
完
了

に
伴
い
、
約
十
億
円
の
大
幅
な
減

少
と
な
っ
た
が
、
そ
の
他
の
経
費

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。

　

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
の

主
な
事
業
は
、
農
産
物
加
工
販
売

施
設
（
一
億
九
千
万
円
余
）、
荒
木

漁
港
の
基
盤
整
備
事
業
（
一
億
九

千
万
円
余
）、
手
久
津
久
・
志
戸
桶

港
改
修
工
事（
三
億
八
千
万
円
余
）

な
ど
。
農
産
物
加
工
販
売
施
設

は
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発
、
研

究
等
の
拠
点
と
し
て
新
設
。
荒
木

漁
港
、
志
戸
桶
港
、
手
久
津
久
港

は
沖
防
波
堤
な
ど
の
整
備
を
行
う
。

　

財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
こ
と

か
ら
、
町
で
は
従
来
に
も
ま
し
て

既
存
事
務
事
業
の
徹
底
的
見
直

し
、
経
常
経
費
の
削
減
、
定
員
の

適
正
化
、
行
政
経
費
の
節
減
、
合
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�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

平
成
十
八
年
第
一
回
喜
界
町
定
例
会
最
終
本
会
議
が
三
月
二
十

二
日
、
議
会
本
会
議
場
で
あ
り
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
な
ど
四
十
五
件
の
議
案
等
が
可
決
、
同
意
さ
れ
た
。
一
般
会

計
予
算
は
、
昨
年
度
よ
り
十
億
円
以
上
減
少
し
、
五
十
五
億
七
千

万
円
と
平
成
三
年
度
の
予
算
規
模
ま
で
縮
小
し
た
。
特
別
会
計
で

は
公
共
下
水
道
事
業
が
二
億
九
千
七
百
万
円
余
り
減
少
。
一
般
・

特
別
会
計
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
九
十
九
億
六
千
四
百
万
円
余
り

と
な
り
、
昨
年
度
と
比
べ
十
三
億
六
千
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。

財
政
状
況
は
依
然
厳
し
く
、
大
幅
な
歳
入
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

町
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
を
活
用
、
ま
た
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
を
行
い
、
予
算
を
計
上
し
た
。

平成１８年度当初予算

使用料及び手数料 
9,240万5千円（1.7％） 

歳　入 
５５億７，０６５万円 

地方交付税 
26億円 
（46.7％） 

町債 
5億2,050万円 
（9.3％） 

国庫支出金 
6億7,850万7千円 
（１２.２％） 

県支出金 
4億2,993万9千円 
（7.7％） 

繰入金 
4億1,764万円 
（7.5％） 町税 

4億3,747万4千円 
（7.9％） 

依存財源 
44億7,002万3千円 
（80.2％） 

自主財源 
11億62万7千円 
（19.8％） 

自主財源 
11億62万7千円 
（19.8％） 

地方譲与税 
1億2,630万3千円（2.3％） 

諸収入 
7,942万9千円（1.4％） 

分担金及び負担金 
2,730万9千円（0.5％） 

財産収入 
3,924万4千円（0.7％） 
繰越金 
500万円（0.1％） 
寄付金 
212万6千円（0.0％） 

地方消費税交付金 
6,808万9千円（1.2％） 

自動車取得税交付金　2,034万円（0.4％） 
地方特例交付金　1,470万5千円（0.3％） 
利子割交付金　385万7千円（0.1％） 
交通安全対策特別交付金　120万4千円（0.0％） 
配当割交付金　31万9千円（0.0％） 
株式譲渡所得割交付金　40万2千円（0.0％） 
国有提供施設等所在市町村助成交付金　585万8千円（0.1％） 



（３）　平成１８年４月号

理
化
を
図
る
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
（
事
業
勘
定
）】

　

昨
年
度
よ
り
約
四
千
七
百
万
円

多
い
、
約
十
億
五
千
万
円
を
計

上
。
歳
出
で
は
、
一
般
被
保
険
者

療
養
給
付
費
保
険
者
負
担
金
が
約

四
千
五
百
万
円
増
え
、
四
億
九
千

万
円
余
り
と
な
り
、
年
々
医
療
費

給
付
が
増
大
し
て
い
る
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
直
診
勘
定
・
診
療
所
）】

　

診
療
所
は
昨
年
度
よ
り
約
五
千

万
円
減
額
。
院
外
薬
局
の
設
置
で

外
来
収
入
が
約
八
千
万
円
減
っ
て

い
る
。

【
公
共
下
水
道
事
業
】

　

今
年
度
も
汚
水
幹
線
敷
設
工
事

費
と
し
て
、
二
億
六
千
三
百
万
円

を
計
上
。
赤
連
・
湾
地
区
の
公
共

下
水
道
の
整
備
を
行
う
。

【
老
人
保
健
】

　

介
護
保
険
導
入
後
、
老
人
保
健

の
対
象
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療

費
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

高
額
療
養
に
つ
い
て
は
外
来
も
高

額
療
養
費
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　

新
年
度
予
算
は
昨
年
度
よ
り
約

千
万
円
減
り
、
十
一
億
四
千
万
円

と
な
っ
た
。

【
介
護
保
険
事
業
】

　

介
護
保
険
は
認
定
者
は
増
加
し

て
い
る
が
、
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
保
険
給
付
は
減
少
し
て
い
る
。

今
年
度
は
約
三
千
万
円
減
の
七
億

六
千
万
円
余
り
と
な
っ
た
。

【
簡
易
水
道
事
業
】

　

今
年
度
は
施
設
の
老
朽
化
が
激

し
い
池
治
、
羽
里
、
早
町
、
塩
道
、

白
水
集
落
の
基
幹
改
良
事
業
を
実

施
す
る
。
昨
年
度
比
六
千
六
百
万

円
増
の
二
億
九
千
四
百
万
円
を
計

上
し
た
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

今
年
度
の
予
算
は
、
昨
年
度
比

三
百
四
十
万
円
増
の
八
千
百
万

円
。
増
の
要
因
は
公
債
費
の
償
還

金
五
千
八
百
万
円
。

【
老
人
福
祉
施
設
事
業
】

　

今
年
度
の
予
算
は
四
億
五
千
三

百
万
円
。
前
年
度
比
二
千
八
百
万

円
の
減
。
介
護
保
険
の
制
度
改
正

に
よ
り
、
居
宅
・
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
収
入
が
約
四
千
四
百
万
円

減
っ
た
。

【
屠
畜
事
業
】

　

屠
畜
場
事
業
に
は
二
百
六
十
二

万
円
を
計
上
。
歳
入
で
は
使
用
料

と
し
て
百
七
十
四
万
円
、
不
足
分

は
一
般
会
計
か
ら
八
十
八
万
を
繰

り
入
れ
た
。

【
報
告
】

農林水産業費 
11億880万2千円 
（19.9％） 

民生費 
6億5,600万5千円 
（11.8％） 

総務費 
5億9,499万5千円 
（10.7％） 

公債費 
8億2,362万1千円 
（14.8％） 

教育費 
7億902万7千円 
（12.7％） 

諸支出費 
5億8,096万8千円 
（10.4％） 

土木費 
5億30万6千円 
（9.0％） 消防費 

2億3,650万2千円 
（4.2％） 商工費 

4,416万6千円 
（0.8％） 

衛生費 
2億2,124万5千円 
（4.0％） 

議会費 
9,000万8千円 
（1.6％） 

予備費 
500万円 
（0.1％） 

歳　出 
（目的別） 
５５億７，０６５万円 

歳　出 
（性質別） 
５５億７，０６５万円 

普通建設事業費 
12億7,067万6千円 
（22.8％） 

公債費 
8億2,362万1千円 
（14.8％） 

物件費 
8億7,866万6千円 
（15.8％） 

繰出金 
5億8,098万円 
（10.4％） 

人件費 
13億1,661万円 
（23.6％） 

義務的経費 
24億2,224万5千円 
（43.5％） 

投資的経費 
12億7,067万6千円 
（22.8％） 

投資的経費 
12億7,067万6千円 
（22.8％） 

その他の経費 
18億7,772万9千円 
（33.7％） 

その他の経費 
18億7,772万9千円 
（33.7％） 

補助費等 
3億8,062万1千円 
（6.8％） 

扶助費 
2億8,201万4千円 
（5.1％） 

その他　3,746万2千円（0.7％） 
　維持補修費　2,684万円（0.5％） 
　積立金　225万8千円（0.0％） 
　投資及び出資金　304万円（0.1％） 
　予備費　500万円（0.1％） 
　貸付金　32万4千円（0.0％） 

加
工
セ
ン
タ
ー
建
設
地　



平成１８年４月号　（４）

▽
喜
界
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

第
二
期
喜
界
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を

見
直
し
た
。

【
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
等
】

▽
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例

　

三
役
、
教
育
長
の
給
料
を
引
き

続
き
一
年
間
一
〇
％
削
減
す
る
。

▽
町
長
７
６
１,
０
０
０
円
↓
６

８
４,
９
０
０
円
▽
助
役
６
０
０,

０
０
０
円
↓
５
４
０,
０
０
０
円

▽
収
入
役
、
教
育
長
５
６
７,
０

０
０
円
↓
５
１
０,
３
０
０
円

▽
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

ご
み
処
理
対
策
検
討
委
員
会
委

員
（
日
額
３,
０
０
０
円
）、
情
報

公
開
審
査
会
委
員
（
会
長　

日
額

１
８,
０
０
０
円
、
委
員
１
５,
０

０
０
円
）
の
報
酬
を
定
め
た
。

▽
喜
界
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
７
つ
の
条
例
の
一
括
改
正
）

　

給
料
表
の
全
面
改
正
（
減
額
）

等▽
喜
界
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

診
療
所
の
吏
員
定
数
の
改
正
。

▽
喜
界
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

健
康
増
進
課
と
営
農
技
術
課
を

廃
止
、
住
民
課
と
保
健
福
祉
課
の

事
務
分
掌
を
改
め
た
。

▽
喜
界
町
情
報
公
開
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

公
文
書
開
示
に
関
す
る
必
要
事

項
を
新
た
に
定
め
た
。

▽
喜
界
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
に
併
設
さ
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
集
会
室
兼
多

目
的
室
等
）
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
定
め
た
。

▽
喜
界
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
西
側
に
併
設
さ
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
の
管
理
、
運
営

に
つ
い
て
定
め
た
。

▽
土
地
改
良
事
業
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
（
廃
止
）

（単位：千円）平成１７年度補正予算

計補正額補正前会　　計
６，８８３，５８７１，６６７６，８８１，９２０一般会計（第９号）
１，０８４，７３７△２，６００１，０８７，３３７国民健康保険（第３号）事業勘定
２６２，７４０△６，１３４２６８，８７４国民健康保険（第３号）診療所
８１３，０８５０８１３，０８５介護保険（第３号）
４６２，１３８△１９，０１９４８１，１５７老人福祉施設（第１号）
３０４，２９５１，２００３０３，０９５簡易水道（第４号）
１１８，６６０△６，２９４１２４，９５４農業集落排水（第３号）
６６７，５２６△５，１６９６７２，６９５公共下水道（第３号）

主要事業・補助金・負担金等一覧
（単位：千円）◆一般会計
３５，０００地方公共交通特別対策事業（バス）補助金
９，０８０鹿児島・喜界・知名航路運営基金負担金
１１，７２０食の自立支援事業委託料（配食サービス）
２０，０００重度心身障害者医療費助成金
１０，５１２身体障害者療護施設支援費
５８，１５４知的障害者更生施設入所支援費
８，９１４知的障害者更生施設通所支援費
８４，１１５障害者自立支援給付費
３１，１７２老人保健諸検診業務委託料
１６，５４８包括支援センターケアプラン作成委託料
４３，４６５児童手当
２４，５５２廃棄物収集及び運搬業務委託料
１４，０１０焼却灰搬出処理委託料
１９，９３５浄化槽設置整備事業補助金
１６，２６０農業共済事業運営負担金
２０，０００かごしま園芸タウン条件整備事業
１９７，２１７農産物加工販売施設工事費
１６５，９２５県営畑地帯総合整備（担い手育成型）事業負担金
１０，０００喜界土地改良区補助金
２９，５９８国営かんがい排水事業負担金
２１，０００県営畑地帯総合整備（担い手支援型）事業負担金
１９３，１５０荒木漁港地域水産物供給基盤整備事業工事費
１７，２００空港臨海公園管理委託料
１５，０００道路改良舗装工事
３８４，０００喜界島港改修工事（手久津久・志戸桶）
１５２，６１７大島地区消防組合負担金
３０，３９１大島地区消防組合特別負担金（高機能消防指令ｾﾝﾀｰ）
２８，９２８大島地区消防組合特別負担金（消防ポンプ）
１２，３５２パソコンリース料（小学校）
２３，０００学校施設補修工事
１８，５５３パソコンリース料（中学校）
１７，６９３第一中学校屋内運動場設計委託料
６６０，４３４町債元金償還金
１６２，３５８町債利子償還金

◆繰出金
９０，４５５　老人保健特別会計繰出金
１２５，２０５　国民健康保険事業特別会計繰出金
１３５，０２２　介護保険事業特別会計繰出金
８４，２３７　公共下水道事業特別会計繰出金
２８，２１３　簡易水道事業特別会計繰出金
９０，０５２　老人福祉施設事業特別会計繰出金
２２，６１２　直営診療施設勘定特別会計繰出金

◆特別会計
１０８，６９０　基幹改良事業工事費（簡水）
２６３，０００　汚水幹線敷設等工事（公共下水道）



（５）　平成１８年４月号

▽
喜
界
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

四
月
か
ら
の
ご
み
有
料
化
に
つ

い
て
定
め
た
。

▽
喜
界
町
町
民
集
会
所
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

　

白
水
町
民
集
会
所
の
廃
止
。

▽
喜
界
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

法
令
改
正
に
よ
る
引
用
部
分
の

改
正
。

▽
喜
界
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
区
分
を
六
つ
に
増

や
し
、
保
険
料
の
改
正
を
行
っ
た
。

▽
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
令
改
正
に
よ
る
引
用
部
分
の

改
正
等
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

▽
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

旧
役
場
庁
舎
建
物
を
喜
界
町
農

業
協
同
組
合
に
無
償
譲
渡
す
る
。

▽
喜
界
町
指
定
金
融
機
関
の
指
定

に
つ
い
て

　

喜
界
町
農
業
協
同
組
合
を
指
定

金
融
機
関
に
指
定
す
る
。

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
負
担
金
に
係
る
変
更
。

▽
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

大
島
地
区
消
防
組
合
の
消
防
ポ

ン
プ
車
導
入
に
係
る
変
更
。

【
市
町
村
合
併
に
係
る
変
更
】

▽
鹿
児
島
県
市
町
村
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
鹿
児
島
県
市
町
村
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
▽
鹿
児
島
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
鹿
児
島
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
▽
鹿
児

島
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
の
財
産
処
分
に
つ

い
て
▽
鹿
児
島
県
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

及
び
鹿
児
島
県
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
▽
鹿
児
島
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
▽
鹿

児
島
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
鹿
児
島
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
▽
鹿
児
島
県
市
町
村
退

職
手
当
組
合
の
財
産
処
分
に
つ
い

て
▽
鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館

管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

4000

4500

5000

5500

6000

6500

7000

7500

Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ 
年度 

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

百
万
円 

６，９３９ ６，９０３ 

６，５９１ 
６，５０１ 

６，１１４ 

６，６３１ 

６，２１１ 

５，９６０ ５，９４１ 

６，６２８ 

５，５７１ 

（単位：千円）一般会計・特別会計対前年度比較増減
比　較　増　減Ｈ１７（Ｂ）Ｈ１８（Ａ）会　計　区　分 ％（Ａ）－（Ｂ）

△ １６．０△ １，０５７，３５０６，６２８，０００５，５７０，６５０一般会計
４．７４７，３１９１，００８，９３６１，０５６，２５５国民健康保険（事業勘定）

△ １９．３△ ５０，４３９２６０，７３０２１０，２９１国民健康保険（診療所）
△ １．４△ １５，８４９１，１５７，４４７１，１４１，５９８老人保健
２９．２６６，５０３２２７，８２０２９４，３２３簡易水道
△ ４．３△ １１８２，７４４２，６２６屠畜場
△ ３．７△ ２９，１６０７９３，７９１７６４，６３１介護保険
△ ５．８△ ２８，１４１４８１，１５７４５３，０１６老人福祉施設
４．４３，４６１７７，９４４８１，４０５農業集落排水

△ ４３．３△ ２９７，２６５６８６，９９５３８９，７３０公共下水道
△ １２．０△ １，３６１，０３９１１，３２５，５６４９，９６４，５２５合　　　　　計

一般会計当初予算の推移

【
同
意
案
件
】

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
（
開
泰
子
氏
新
任
）

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
（
得
田
喜
代
治
氏
新
任
）



平成１８年４月号　（６）

　

沖
縄
県
特
産
の
シ
イ
ク
ワ

シ
ャ
ー
（
ミ
カ
ン
）
に
は
が
ん
を

抑
え
、
血
圧
や
血
糖
値
の
上
昇
を

抑
え
る
働
き
が
あ
る
と
さ
れ
る
ポ

リ
メ
ト
キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
多

く
含
ま
れ
る
。
沖
縄
県
で
は

ジ
ュ
ー
ス
や
薬
味
、
加
工
品
と
し

て
様
々
な
か
た
ち
で
利
用
さ
れ
、

市
場
は
四
十
億
円
を
超
え
る
。

　

そ
の
シ
イ
ク
ワ
シ
ャ
ー
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
カ
ン
キ
ツ
類
が
喜

界
島
に
も
あ
る
こ
と
が
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
始
め
た
在
来
カ
ン
キ

ツ
類
の
機
能
性
成
分
調
査
で
確
認

さ
れ
た
。

　

山
本
助
教
授
の
調
査
に
よ
る

と
、
ケ
ラ
ジ
ミ
カ
ン
、
ク
リ
ハ
ー

の
果
汁
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
メ
ト
キ

シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
含
有
量
は
、
シ

イ
ク
ワ
シ
ャ
ー
と
同
程
度
か
そ
れ

よ
り
多
か
っ
た
。
ま
た
、
果
皮
に

含
ま
れ
る
ポ
リ
メ
ト
キ
シ
フ
ラ
ボ

ノ
イ
ド
は
ク
リ
ハ
ー
、
シ
イ
ク
ワ

シ
ャ
ー
で
多
く
、
ケ
ラ
ジ
ミ
カ
ン

は
そ
れ
ら
の
約
半
分
（
そ
れ
で
も

温
州
ミ
カ
ン
の
約
四
倍
）
で
あ
っ

た
。

　

ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
（
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
）
含
量
調
査
で
は
、
ケ
ラ
ジ
ミ

カ
ン
、
フ
ス
ー
の
果
汁
に
ア
ス
コ

ル
ビ
ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
、
抗
酸

化
能
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

山
本
助
教
授
は
「
今
回
の
調
査

で
ケ
ラ
ジ
ミ
カ
ン
、
ク
リ
ハ
ー
が

高
い
機
能
性
成
分
を
有
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
ポ
リ
メ
ト
キ

シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
熱
を
加
え
て

も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
加
工
（
商

品
化
）
も
可
能
」
と
今
後
に
期
待

を
示
し
た
。
ま
た
、
ケ
ラ
ジ
は
ク

ネ
ン
ボ
に
非
常
に
近
く
、
ク
リ

ハ
ー
も
ケ
ラ
ジ
、
ク
ネ
ン
ボ
と
近

縁
で
あ
る
こ
と
が
、
遺
伝
子
分
析

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
山
本
助
教

授
は
、
優
良
系
統
の
探
索
、
選
抜

や
販
売
戦
略
、
商
品
化
、
そ
し
て

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
カ
ン
キ

ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
や
ゴ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
対
策
を
挙
げ
、「
在
来

カ
ン
キ
ツ
は
島
の
環
境
に
適
し
て

お
り
、
貴
重
な
遺
伝
資
源
。
守
り

育
て
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

◆
ポ
リ
メ
ト
キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド

　

抗
が
ん
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
、
血

圧
上
昇
抑
制
、
血
糖
値
上
昇
抑
制

な
ど
の
作
用
が
あ
り
、
シ
イ
ク
ワ

シ
ャ
ー
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
温
州
ミ
カ
ン
や
レ
モ
ン

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

◆
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
別
名
。
メ
ラ
ニ

ン
の
抑
制
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
合
成
の

促
進
、
抗
酸
化
作
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
性
質
が
あ
る
。
人
間
の
体
内

で
は
作
り
出
せ
な
い
成
分
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
不
足
す
る
と
、
細
胞
の

組
織
が
破
壊
さ
れ
出
血
す
る
壊
血

病
と
呼
ば
れ
る
病
気
に
な
る
こ
と

か
ら
、
壊
血
病
ビ
タ
ミ
ン
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

（
詳
し
い
資
料
は
産
業
振
興
課
へ
）

今年も枝いっぱいの花をつけた島ミカン

クリハー・ケラジ

�������	
���
～山本雅史鹿大助教授が　　　　　　　
「在来カンキツ類調査結果等報告会」～

　

山
本
雅
史
鹿
児
島
大
学
助
教
授
に
よ
る
「
在
来
カ
ン
キ
ツ
類
調
査
結
果

等
報
告
会
」
が
三
月
二
十
二
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
在
来
の
ク
リ
ハ
ー
や
ケ
ラ
ジ
ミ
カ
ン
に
が
ん
を
抑
え
る
働
き
や
血

圧
・
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き
が
あ
る
と
さ
れ
る
ポ
リ
メ
ト
キ
シ
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
ケ

ラ
ジ
、
フ
ス
ー
に
は
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
）
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
在
来
の
島
ミ
カ
ン
が
非
常
に
優
れ
た
機
能

性
成
分
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
先
祖
が

守
り
育
て
て
き
た
こ
れ
ら
の
在
来
ミ
カ
ン
が
貴
重
な
「
商
品
」「
宝
」
で

あ
り
、
新
た
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
山
本
助
教
授
は
示
し
た
。
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（７）　平成１８年４月号
　

会
議
で
は
ま
ず
、
名
瀬
保
健
所

の
富
加
見
所
長
か
ら
「
あ
ま
み
長

寿
・
子
宝
調
査
」
の
概
要
説
明
が

あ
り
、
十
万
人
当
た
り
の
百
歳
以

上
の
人
口
が
、
奄
美
は
六
十
四
・

八
六
と
沖
縄
県
（
四
十
七
・
〇
七
）

よ
り
も
高
い
こ
と
や
喜
界
町
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
、
全
国
一
・
三

六
に
比
べ
二
・
三
一
と
高
い
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
、「
少
子
・
高
齢
化

に
対
応
し
た
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

発
展
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
会
議
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
や
背
景
に
あ
る
長
寿
食
材
の
活

用
を
住
民
と
共
有
し
、「
長
寿
・
子

宝
・
癒
し
の
島
」
の
体
制
を
整
え

る
た
め
の
意
識
づ
く
り
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
の
合
間
に
は
、「
黒
ゴ
マ

あ
ん
の
白
玉
団
子
」「
そ
ら
豆
コ

ロ
ッ
ケ
」「
ハ
ン
ダ
マ
入
り
ゴ
マ
豆

腐
」「
ツ
ル
ナ
の
お
焼
き
」「
ハ
ン

ダ
マ
ゼ
リ
ー
」
な
ど
、
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
な
ど
四
団
体
が
地
場
産

食
材
で
作
っ
た
料
理
の
試
食
会
も

あ
り
、
ス
ー
パ
ー
や
ホ
テ
ル
関
係

者
は
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
作
り
方

を
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
味
を
確

か
め
て
い
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討

議
で
は
、
六
〜
七
人
の
五
班
に
分

か
れ
、「
地
場
産
食
材
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
〜
皆
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
自
由
に
出
し

合
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
若
い
母
親
へ

の
レ
シ
ピ
指
導
」「
加
工
技
術
の
研

究
」「
素
材
の
効
能
を
知
ら
せ
る
」

「
島
食
材
を
使
っ
た
惣
菜
の
ス
ー

パ
ー
で
の
提
供
」「
小
さ
な
時
か
ら

の
食
育
」「
量
と
販
売
ル
ー
ト
の
確

立
」「
島
の
食
材
の
地
区
別
栽
培
や

老
人
ク
ラ
ブ
栽
培
」
な
ど
、
柔
軟

な
発
想
や
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
六
十
歳
以

下
男
子
の
平
均
余
命
が
低
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
後
も
元
気

長
寿
を
維
持
す
る
に
は
、
食
生
活

か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
島
の
食
材
を
活
か
し

た
「
長
寿
・
子
宝
・
癒
し
の
島
」

づ
く
り
に
は
、
役
場
と
住
民
の
協

力
が
不
可
欠
。
給
食
セ
ン
タ
ー
や

ス
ー
パ
ー
、
ホ
テ
ル
、
家
庭
で
の

島
食
材
の
利
用
、
供
給
体
制
の
整

備
や
加
工
品
の
開
発
な
ど
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め

ば
、「
長
寿
・
子
宝
・
癒
し
の
島
」

は
も
と
よ
り
、
島
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
。

　

事
業
の
目
的
や
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
「
長
寿
・
子
宝
・
癒
し
の

島
」
構
築
の
た
め
の
共
通
意
識
、
契
機
づ
く
り
に
し
よ
う
と
、
喜
界
町

「
あ
ま
み
長
寿
・
子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
が
三
月

二
十
八
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
役
場
や
農

協
、
商
工
会
、
ホ
テ
ル
関
係
者
ら
約
三
十
人
が
意
見
を
交
わ
し
た
。
会

議
で
は
名
瀬
保
健
所
長
の
講
演
や
地
場
産
食
材
の
試
食
、
グ
ル
ー
プ
討

議
も
あ
り
、「
子
宝
に
恵
ま
れ
、
元
気
に
長
生
き
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。
皆
で
知
恵
を
出
し
合
お
う
」
と
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
今
回
の
会
議
を
契
機
に
各
部
署
の
連
携
や
取
り
組
み
を
ど
う
発
展

さ
せ
る
か
。
役
場
で
は
、
住
民
と
協
働
（
連
携
し
な
が
ら
共
に
働
く
）

し
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

長
寿
者
に
学
び　
　
　

　
　
　

資
源
活
か
そ
う

あ
ま
み
長
寿
・
子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
会
議

  あまみ長寿・子宝プロジェクトとは？
【目　　的】

・「長寿、子宝、癒しの島あまみ」の構築

・あまみ諸島の自立的な発展の促進

・県民、国民の健康寿命延伸と次世代育成支援への

寄与

【基本理念】

・「長寿、子宝、癒しの島あまみ」の構築

・長寿者の多さ、合計特殊出生率の高さを支えてき

た自然環境や食材、伝統文化等の活用

・情報発信、独自のまちづくり、産業、観光の振興、

促進

・奄美群島全体の活性化

長寿の島に黄色信号？
　名瀬保健所・富加見所長は「女性の平均余命は各

年代で全て全国平均を上回っているものの、男性６０

歳以下の平均余命は、各年代全て全国平均よりも下

回っている」と指摘。食生活と生活習慣病との関係

や「長寿の島」が今後も続くのか疑問も投げ掛けた。

食生活の見直しも必要のようだ。

▽長寿・子宝に関する喜界町の課題

・年代別に見ると、喜界の若年層の平均余命（特に

男性）は全国平均・県平均を下回っている。

・男女とも検診結果で生活習慣病につながる有所見

者（高血圧、肥満）が県・管内に比べて高い。

・合計特殊出生率を経年的に見ると、全島的に減少

傾向で、喜界島も例外ではない。



平成１８年４月号　（８）

真剣に島の未来考える

児
童
〝
議
員
〞
９
人 
堂
々
の
質
問

　●
 

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
　●
 

エ
プ
ロ
ン
劇
場
大
人
気
！

次
々
飛
び
出
す
人
形
、
く
る
く
る
変
わ
る
紙
人
形

　

喜
界
町
役
場
新
庁
舎
完
成
を
記

念
し
て
、
喜
界
町
の
未
来
を
語
る

「
子
ど
も
議
会
」が
三
月
十
二
日
、

新
庁
舎
議
場
で
行
わ
れ
、
各
小
学

校
の
代
表
児
童
九
人
が
、
産
業
や

観
光
、
教
育
、
水
、
住
宅
、
ゴ
ミ
、

子
育
て
、
税
金
、
防
災
問
題
を
町

当
局
に
質
問
し
た
。
議
長
は
中
学

生
の
山
元
由
紀
子
さ
ん
（
第
一
中

学
校
）、
副
議
長
は
榮
岳
海
く
ん

（
第
二
中
学
校
）、
書
記
は
大
塚

穂
乃
香
さ
ん
（
早
町
中
学
校
）
が

務
め
た
。

　

代
表
質
問
、
一
般
質
問
で
は

「
ど
の
よ
う
な
島
興
し
を
し
て
い

ま
す
か
」「
観
光
客
を
増
や
す
た
め

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
か
」「
教
室

に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

か
」「
学
校
に
プ
ー
ル
を

設
置
し
て
ほ
し
い
」「
防

災
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
四
つ

ほ
ど
の
質
問
を
用
意
。

子
ど
も
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
質
問
や
感
性

豊
か
な
発
想
、
ま
た
パ

ネ
ル
を
用
意
し
て
町
当

局
に
質
問
す
る
児
童
も

い
て
、
担
当
課
長
は
懇
切
て
い
ね

い
に
答
弁
し
て
い
た
。

　

議
長
を
務
め
た
山
元
由
紀
子
さ

ん
は
「
み
ん
な
が
真
剣
に
喜
界
島

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
、
と
て

も
い
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。
子
ど
も

は
大
人
に
は
な
い
発
想
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
も
っ
と
子
ど
も
の
意

見
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
で
き

れ
ば
中
学
生
に
も
こ
う
い
う
機
会

を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

代
表
質
問
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

を
務
め
た
幸
可
菜
恵
さ
ん
（
湾
小

六
年
）
は
「
具
体
的
な
答
弁
で
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。
将
来
、
若
い

人
が
増
え
て
働
く
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
お
年
寄
り
が
安
心
し

て
住
め
る
島
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

話
を
聞
く
と
き
は
メ
モ
を
と
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
」
と
感
想
を

語
っ
た
。

　

子
ど
も
議
会
を
企
画
し
た
晴
永

清
道
教
育
長
は
「
十
年
後
、
二
十

年
後
も
喜
界
島
が
豊
か
で
あ
る
た

め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
全
員
、
堂
々
と
発
表

し
て
い
た
。
こ
の
心
構
え
を
学
校

生
活
で
も
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

　

各
小
学
校
の
代
表
は
次
の
と
お

り
。

▽
幸
可
菜
恵
（
湾
小
）、
友
岡
芳
朗

（
上
嘉
鉄
小
）、
中
島
興
志
朗
（
早

町
小
）、
榮
あ
り
さ
（
坂
嶺
小
）、

佐
藤
宗
（
阿
伝
小
）、
前
田
有
希

（
荒
木
小
）、
三
田
美
志
保
（
志
戸

桶
小
）、
河
野
有
香
（
滝
川
小
）、

濱
田
和
（
小
野
津
小
）

チ
フ
レ
ー
ズ
に
三
月
四
日
、
図
書

館
セ
ミ
ナ
ー
が
喜
界
町
立
図
書
館

で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
五
十
八

人
、
大
人
三
十
人
が
訪
れ
た
。

　

講
師
に
県
立
図
書
館
奄
美
分
館

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
大
平
佳
奈
子
さ
ん
（
奄
美
市
）

を
迎
え
、
講
話
や
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
で
、
楽
し
く
有
意
義
な
一

時
を
過
ご
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
平
先
生
が
エ

プ
ロ
ン
上
で
繰
り
広
げ
る
人
形
劇

や
紙
人
形
劇
に
夢
中
。
物
語
が
進

む
に
つ
れ
て
次
々
に
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
飛
び
出
す
人
形
や
、
ク
ル
ク
ル

変
わ
る
紙
人
形
の
表
情
に
、
驚
い

　
「
喜
界
町
に
学
び
の
風
を
」「
読

書
の
風
を
喜
界
か
ら
」
を
キ
ャ
ッ

た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
た
。

　

お
母
さ
ん
に
は
「
本
好
き
に
す

る
十
カ
条
」
を
伝
授
。
乳
幼
児
期

に
は
ま
ず
「
絵
本
と
遊
ぶ
」「
書

店
や
図
書
館
へ
親
子
で
通
い
、
好

き
な
本
を
選
ぶ
」
な
ど
、「
読
み
聞

か
せ
を
始
め
る
前
に
、
楽
し
み
を

知
る
こ
と
か
ら
入
っ
て
い
く
方
が

望
ま
し
い
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

「
良
書
と
出
会
う
こ
と
で
読
む
力

が
目
に
見
え
な
い
精
神
の
強
さ
を

培
う
」
と
語
っ
た
。

　

図
書
館
で
は
「
来
年
も
開
催
予

定
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て

ま
す
」。

※
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー　

人
形
劇

の
よ
う
な
も
の
で
、
エ
プ
ロ
ン
を

し
た
人
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
登
場
人
物
を
取
り
出
し
、
エ

プ
ロ
ン
を
背
景
に
お
話
を
す
る
。

布
製
の
人
形
に
は
楽
し
い
仕
掛
け

が
あ
る
。

※
ペ
ー
プ
サ
ー
ト　

プ
ラ
カ
ー
ド

の
よ
う
に
持
ち
手
を
つ
け
た
紙
人

形
。
紙
と
い
う
平
面
世
界
の
表
裏

二
面
を
利
用
し
た
紙
人
形
劇
。
登

場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ク
ル
ク
ル
変

わ
る
変
身
ぶ
り
が
、
と
て
も
お
も

し
ろ
い
。

初
の
「
子
ど
も
議
会
」
開
く



（９）　平成１８年４月号

前　　任　　職新　　任　　職氏　　名昇格
（課　長　級）

生涯学習課長兼中央公
民館長

税務課長嘉　 　 重 久

健康増進課長
生涯学習課長兼中央公
民館長

岡 村 進 一 郎

営農技術課長産業振興課参事豊　　 富喜雄

産業振興課長
産業振興課長兼営農支
援センター所長

藤 本 安 満

税務課長補佐
保健福祉課長兼地域包
括支援センター所長

基 井　 宏 信○

保健福祉課長補佐国保診療所事務長益　 　 一 幸○
（課長補佐級)

教育委員会総務課長補
佐

早町支所長補佐孝 志　 真 人

早町支所長補佐
教育委員会総務課長補
佐

川 畑　 英 二

財産管理課長補佐産業振興課長補佐嶺 岡　 寿 一
総務課行財政改革担当
兼選管書記

財産管理課長補佐久 保　 一 丸

営農技術課長補佐
産業振興課営農支援セ
ンター所長補佐

住 岡　 秀 樹

営農技術課技術補佐
産業振興課技術補佐兼
農業開発組合指導監

吉 岡　 　 強

健康増進課長補佐
保健福祉課地域包括支
援センター所長補佐

幸 田　 泉 男

健康増進課国保診療所
事務長補佐

国保診療所事務長補佐喜 岡　 哲 久

保健福祉課介護保険係
長

保健福祉課長補佐兼介
護保険係長

金 江　 　 茂○

税務課固定資産税係長税務課長補佐來　 　 和 法○
健康増進課保健セン
ター保健師

地域包括支援センター
主幹兼主任保健師

体 岡　 光 子○

（係　長　級）
企画課広報係長税務課係長富　 　 充 弘
給食センター庶務係長農業委員会庶務係長小 林　 　 学
総務課総務課財政係長吉 沢　 伸 一○
教育委員会総務課企画課係長実 田　 輝 満○
産業振興課産業振興課係長吉 行　 　 進○
産業振興課産業振興課係長英　 　 憲 仁○
産業振興課給食センター庶務係長幸 田　 勝 光○
建設課建設課係長盛　 　 　 実○
健康増進課国保診療所産業振興課係長壽　 　 隆 彦○
保健福祉課保健福祉課係長竹　 美 保 子○
健康増進課国保診療所
看護師

国保診療所看護師長吉 田　 信 子○

保健福祉課住民課係長岩 井　 亮 子○
収入役室収入役室係長宝　 　 幸 江○
建設課建設課係長中 村　 幸 雄○

住民課
保健福祉課地域包括支
援センター係長

孝 田　 荘 屋○

水環境課水環境課係長豊　　　 雅則○
消防分署消防分署係長前 島　 利 彦○
消防分署消防分署係長岩 切 進 一 郎○

（主　査　級）
税務課保健福祉課沖　 　 康 仁
生涯学習課図書館税務課平 松　 艶 子
営農技術課生涯学習課中央公民館竹 内　 　 功
農業委員会建設課（空港管理）和 田　 政 次
営農技術課産業振興課上 地　 義 隆
営農技術課産業振興課叶　 　 一 寿
教育委員会総務課国保診療所梅 林　 瑞 代
保健福祉課教育委員会総務課黒 田　 　 洋

前　　任　　職新　　任　　職氏　　名昇格
消防分署住民課市 山　 　 茂

健康増進課
保健福祉課地域包括支
援センター

篠原　　真智子

大島農業共済事務組合産業振興課重 野　 泰 浩
健康増進課国保診療所国保診療所平 馬　 尚 樹
健康増進課（保育士）保健福祉課（保育士）美 沢　 久 子
保健福祉課介護支援セ
ンター

保健福祉課地域包括支
援センター

岡 田　 史 子

第一保育所（保育士）第三保育所（保育士）伊 地 知 典 子
 

（一　般　職）
介護保険一部事務組合保健福祉課澄 田　 和 典
老人福祉施設（調理員）第一保育所（調理員）島 崎　 久 代
第三保育所（調理員）老人福祉施設（調理員）牧　 　 光 子
健康増進課（看護師）国保診療所（看護師）昌野　 紀代美

老人福祉施設（看護師）
保健福祉課地域包括支
援センター（看護師）

盛　 真 紀 子

健康増進課国保診療所
（看護師）

老人福祉施設（看護師）勇　 　 文 子

営農技術課産業振興課岡 田　 勝 昭

健康増進課（保健師）
保健福祉課地域包括支
援センター（保健師）

羽 佐 田 紀 子

健康増進課（保健師）
保健福祉課地域包括支
援センター（保健師）

吉 田　 幸 子

保健福祉課介護支援セ
ンター

保健福祉課地域包括支
援センター

大 山　 睦 子

健康増進課国保診療所
（看護師）

国保診療所（看護師）西　 み ど り

健康増進課国保診療所
（看護師）

国保診療所（看護師）住 岡　 京 子

健康増進課国保診療所
（看護師）

国保診療所（看護師）中 村　 誠 子

健康増進課国保診療所
（看護師）

国保診療所（看護師）壽　 　 絹 代

健康増進課国保診療所
（看護師）

国保診療所（看護師）和 田　 征 美

健康増進課国保診療所国保診療所指 宿　 正 人
健康増進課国保診療所国保診療所嶺 倉　 公 人

（学 校 主 事）
小野津小学校早町小学校勝 本　 徳 江

（出　　　向）
保健福祉課大島農業共済事務組合富 田　 道 夫

（新 規 採 用）
総務課夏目　　 淳一
生涯学習課久　 　 郁 弥
財産管理課加 治 佐　 勉
総務課（大島地区消防
組合）

瀧 元　 洋 平

保健福祉課（栄養士）盛 山　 由 香

平成１８年３月３１日付（退　職　者）

野 間　 昭 夫
澄 岡 智 津 子
高 山 恵 美 子
富 山　 文 枝
山 口　 博 光
藤 井　 明 廣
安 島　 幸 子
長 島　 律 子
基 井 美 智 子
佐々木正二郎
内 村 龍 一 郎

平成１８年度　役場職員人事異動一覧表



平成１８年４月号　（１０）

が
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

極
真
空
手
は
数
々
の

伝
説
を
持
つ
故
・
大
山

倍
達
氏
が
創
設
。
二
〇

〇
〇
年
に
名
称
を
新
極

真
会
と
刷
新
し
、
瀬
戸

内
町
の
緑
健
児
氏
（
一

九
九
一
年
第
五
回
世
界

大
会
優
勝
）
が
代
表
に

つ
い
た
。
世
界
六
十
八

カ
国
に
百
五
十
二
の
支

部
を
持
ち
、
総
会
員
数

五
万
人
以
上
、
日
本
に

は
三
百
六
十
以
上
の
道

場
、
一
万
五
千
人
以
上

の
会
員
が
い
る
。
活
動

方
針
に「
青
少
年
育
成
」

「
社
会
貢
献
」「
国
際
交

流
」
を
掲
げ
、
最
強
の

武
道
空
手
を
追
求
し
続

け
て
い
る
。
喜
界
島
道
場
に
は
小

学
一
年
生
か
ら
五
十
一
歳
ま
で
三

十
人
が
所
属
し
、
日
々
、
厳
し
い

稽
古
に
励
ん
で
い
る
。　

　

喜
界
道
場
の
藤
山
分
支
部
長

は
、
昨
年
の
第
九
回
オ
ー
プ
ン

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

空
手
道
選
手
権
大
会
（
全
国
大

会
）・
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
三
十
五
歳

以
上
四
十
二
歳
以
下
部
門
で
準
優

勝
を
果
た
し
て
い
る
。
実
年
齢
は

四
十
五
歳
だ
が
、
四
十
二
歳
以
下

に
出
場
す
る
と
こ
ろ
に
自
信
と
こ

だ
わ
り
が
あ
る
。

東
京
や
長
野
か
ら
も
参
加　
　
　

第　

回
俊
寛
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会　
　

２２

試合に向け日々稽古
来年２月、本町で初の開催

新
極
真
会
奄
美
交
流
試
合

大会に向け気合を入
れる道場生たち。手
には栄光の数々が

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
世
界
空
手
道
連

盟
新
極
真
会
（
緑
健
児
代
表
）
の

奄
美
交
流
試
合
が
来
年
二
月
、
喜

界
島
で
開
催
さ
れ
る
。
喜
界
道
場

の
藤
山
茂
樹
分
支
部
長
（　

）
は

４５

「
喜
界
島
で
初
め
て
の
大
き
な
大

会
。
役
員
、
選
手
を
含
め
約
二
百

人
が
訪
れ
る
。
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

今
年
の
奄
美
交
流
試
合
は
二
月

二
十
六
日
、
住
用
村
奄
美
体
験
交

流
館
で
あ
り
、
喜
界
島
か
ら
も
十

五
人
が
参
加
。
女
子
の
部
で
林
真

紀
さ
ん
が
優
勝
す
る
な
ど
、
五
人

　

三
月
八
日
に
は
、
高
校
を
卒
業

し
、
島
を
出
る
東
郷
轟
く
ん
と
直

田
圭
裕
く
ん
を
藤
山
分
支
部
長
と

牧
政
己
（
黒
帯
）
さ
ん
が
稽
古
で

激
励
。「 
真 
の
分
か
る
人
間
に
な

ま
こ
と

れ
」
と
拳
で
伝
え
た
。
ふ
た
り
は

「
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
六
年
間
は

楽
し
い
思
い
出
。
島
を
出
て
も
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
た
。

　

奄
美
交
流
試
合
ま
で
一
年
。
地

元
で
の
大
会
に
花
を
添
え
る
た

め
、
道
場
生
た
ち
は
今
日
も
厳
し

い
稽
古
に
励
む
。

▽
奄
美
大
会
成
績

【
女
子
の
部
】優
勝
＝
林　

真
紀

【
中
学
生
の
部
】三
位
＝
中
山
勝
史

【
小
学
一
年
生
の
部
】

　

三
位
＝
栄　

悠
大
・
満
井
颯
太

【
小
学
校
五
年
の
部
】

　
　
　
　
　
　

三
位
＝
黒
原
航
太

者
は
笑
顔
で
、
ま
た
万
歳
し
て

ゴ
ー
ル
す
る
参
加
者
も
お
り
、
走

る
楽
し
さ
を
存
分
に
満
喫
し
た
様

子
だ
っ
た
。

　

大
会
に
は
東
京
都
や
長
野
県
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
二
十
二
回
を

迎
え
た
大
会
は
お
お
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

▽
大
会
成
績

【
２
㌔
の
部
】
参
加
者
２
６
４
人

男
子

①
三
浦
大
輝
７
分　

秒
３０

②
来
龍
平
７
分　

秒
３４

③
前
底
勇
輝
７
分　

秒　
５４

女
子

①
美
代
奈
津
実
７
分　

秒
３８

②
梶
原
麻
衣
８
分　

秒
４３

③
川
畑
奈
々
８
分　

秒
４９

【
５
㌔
の
部
】
参
加
者
１
４
４
人

男
子

①
梅
龍
飛　

分　

秒

１９

５９

②
植
村
一
平　

分
５
秒

２０

③
原
田
大
貴　

分　

秒

２０

１７

女
子

①
吉
富
莉
穂　

分　

秒

２４

１４

②
園
田
樹
子　

分　

秒

２４

１７

③
竹
下
淳
子　

分　

秒

２４

２９

【　

㌔
の
部
】
参
加
者　

人

10

２７

①
折
田
勝
宏　

分　

秒

３９

４８

②
生
島
常
智　

分　

秒

４０

３２

③
生
田
恭
平　

分　

秒

４１

１７

【
長
寿
賞
】
町
田
清
子
（　

歳
）

７４

【
遠
来
賞
】
折
田
勝
宏（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

井
上
大
輔（
長
野
県
）

な
春
の
喜
界
路
を
駆
け
抜
け
た
。

　

快
晴
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
昨

年
十
二
月
の
第
二
十
五
回
全
日
本

実
業
団
女
子
駅
伝
で
六
位
と
な
っ

た
ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
も
招
待

さ
れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

参
加
者
は
、
二
㌔
、
五
㌔
、
十

㌔
の
部
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。

タ
イ
ム
を
目
指
し
真
剣
な
表
情
で

走
る
小
中
校
生
、
手
を
つ
な
ぎ

ゆ
っ
く
り
と
走
る
親
子
、
友
だ
ち

と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
楽
し
む
若
者
。
そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
楽
し
ん
だ
。

　

夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
の
中
、
額

に
汗
し
た
参
加
者
た
ち
は
次
々
に

ゴ
ー
ル
。
記
録
を
目
指
し
た
参
加

者
は
息
を
弾
ま
せ
、
親
子
の
参
加

　

第
二
十
二
回
俊
寛
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
（
喜
界
町
陸
上
協
会
主
催
＝

桐
野
茂
昭
会
長
）
が
三
月
五
日
、

俊
寛
座
像
前
を
発
着
点
に
開
催
さ

れ
、
四
百
三
十
五
人
が
さ
わ
や
か



（１１）　平成１８年４月号

年
齢
差
超
え
て
ソ
フ
ト
で
交
流

　国民年金だより　
＜問＞基礎年金番号とは何ですか。
＜答＞基礎年金番号とは、国民年金や厚生年金保険などの公的年金制度で共通して使用する個人ごとの番

号です。この基礎年金番号により、公的年金の全ての期間を通じた年金の加入状況が記録されます。
このことにより、年金相談や年金の裁定がより速く、確実にできるようになります。また、すでに年
金を受けておられる方が、年金に関する各種の届出やお問い合わせなどをされる時には、この基礎
年金番号と年金の種類を表す年金コードを使用していただくこととなります。

＜問＞基礎年金番号はどのようなときに必要となるのですか。
＜答＞基礎年金番号は、国民年金に加入するとき、就職して厚生年金保険に加入するとき、年金の裁定請求

の手続きをするときなどに必要となる番号です。また、すでに年金を受けておられる方が年金に関
する各種の届出、またはお問い合わせなどをされるときは、基礎年金番号と年金の種類を表す年金
コードを使用していただくことになります。

＜問＞国民年金や厚生年金保険などの年金に加入していた期間は、基礎年金番号によりどのように記録さ
れるのですか。

＜答＞国民年金や厚生年金保険などの公的年金に加入していた期間は、公的年金制度で共通して使用する
個人ごとの番号である基礎年金番号により、全ての加入期間を通じて同じ番号で記録の管理がされ
ることになります。このことにより、年金相談や年金の裁定がより速く、確実にできるようになり
ます。

鹿児島社会保険事務局年金課　�０９９－８１２－０１５１

日
本
の
文
化
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
　
　

第　

回
ハ
ン
ス
ー
交
流
で
留
学
生
３
人
来
島

２５

　

第
二
十
五
回
春
の
ハ
ン
ス
ー
交

流
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ
、
フ
ラ

ン
ス
、
台
湾
、
中
国
（
香
港
）
か

ら
の
留
学
生
三
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
島
民
と
交
流
を
図

り
、
喜
界
島
の
文
化
や
生
活
風
習

を
学
ん
だ
。

　

ハ
ン
ス
ー
交
流
会
に
参
加
し
た

の
は
ヘ
レ
セ
ベ
ル
ク
・
リ
オ
ネ
ル

さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）、 
魏  
敏  
真 
さ
ん

き 
び
ん 
し
ん

（
台
湾
）、 
杜
慧
娜 
さ
ん
（
中
国
）

と
わ
い
な
ー

の
三
人
。
そ
れ
ぞ
れ
谷
本
泰
男
さ

ん
（
早
町
）、
大
友
勝
一
さ
ん
（
上

嘉
鉄
）、
栄
常
光
さ
ん
（
伊
実
久
）

宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
仕
事
を

手
伝
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
交
流
を
深
め
た
。

　

三
人
は
三
月
十
七
日
、
加
藤
啓

雄
町
長
を
表
敬
訪
問
。「
こ
れ
ま

で
は
都
会
が
ほ
と
ん
ど
。
喜
界
島

の
よ
う
な
田
舎
で
日
本
文
化
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
自

然
が
豊
か
で
人
々
が
や
さ
し
い
」

な
ど
と
、
交
流
参
加
の
動
機
や
島

の
印
象
を
語
っ
た
。

　

滞
在
中
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

キ
ビ
刈
り
や
牛
の
管
理
、
黒
糖
作

り
、
ゴ
マ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
作
り
を

体
験
。
学
校
訪
問
で
互
い
の
文
化

を
紹
介
し
た
り
、
八
月
踊
り
や
六

調
で
集
落
民
と
交
流
を
深
め
た
り

し
な
が
ら
、
島
の
風
習
、
生
活
、

文
化
に
ふ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
ハ
ン
ス
ー
交
流
に
携
わ
っ
て
き

た
会
員
と
の
交
流
会
も
あ
り
、
喜

界
島
の
文
化
を
十
分
に
吸
収
し
て

島
を
離
れ
た
と
い
う
。

　

ハ
ン
ス
ー
交
流
会
で
は
こ
れ
ま

で
に
三
十
五
カ
国
、
四
百
人
の
外

国
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
（
愛
隆
治
監
督
）
と
湾
小
野
球

同
好
会
（
松
元
秀
雄
監
督
）
の
親

睦
試
合
が
三
月
十
九
日
、
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は

暖
か
な
南
風
の
吹
く
中
、
親
子
以

上
？
の
年
齢
差
を
超
え
、
す
が
す

が
し
い
汗
を
流
し
た
。

　

小
学
生
チ
ー
ム
は
ス
ロ
ー
ピ
ッ

チ
と
い
う
慣
れ
な
い
ル
ー
ル
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
。
随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見

せ
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

を
感
心
さ
せ
た
。
基
本
の
し
っ
か

り
し
た
守
備
の
堅
い
小
学
生
に
、

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
平
松
艶
子

主
将
は
「
見
習
う
こ
と
が
多
く
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」。

　

一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は

郡
大
会
に
向
け
、
部
員
を
募
集

中
。
年
齢
制
限
な
し
。
毎
週
金
曜

日
、
喜
界
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
練
習
。
連

絡
は
役
場
・
平
松
ま
で
（
六
五－

一
一
一
一
）。



平成１８年４月号　（１２）
　

高
齢
者
の
「
自
立
支
援
」、「
尊

厳
の
保
持
」
を
よ
り
重
視
す
る
た

め
に
、
介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

・
介
護
予
防
の
重
視

　

要
介
護
・
要
支
援
状
態
、
悪
化

な
ど
を
防
止
す
る
予
防
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。 

・
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

・
地
域
の
高
齢
者
の
生
活
支
援

　

高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
中

核
機
関
と
な
る
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
各
市
町
村
に
設
置
さ

れ
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
町
村
介
護
保
険
担
当
課

県
庁
介
護
国
保
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
６
７
４ 

　

介
護
保
険
料（　

歳
以
上
の
方
）

65

は
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
新
た
な
介
護
保
険

料
は
、
平
成　

年
度
末
に
各
市
町

１７

村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢

者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
で
す
。 

・
介
護
保
険
料
の
決
ま
る
仕
組
み

　

保
険
料
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
ご
と
に
、
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
量
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
約　

％
１９

を
、
そ
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の

　

歳
以
上
の
方
の
人
数
で
割
り
、

６５そ
の
額
を
基
準
と
し
て
、
所
得
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。 

・
新
た
な
介
護
保
険
料
額

　

新
た
な
保
険
料
の
額
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ら

れ
、
原
則
と
し
て
平
成　

年
度
〜

１８

平
成　

年
度
の
３
年
間
適
用
さ
れ

２０

ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
町
村
介
護
保
険
担
当
課

県
庁
介
護
国
保
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
６
７
４

　

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

開
始
に
先
立
ち
、
一
部
の
地
域
で

は
、
現
在
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
放

送
周
波
数
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の
変

更
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
（
受
信
機
）、

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
等
の
受
信
周
波
数

の
再
設
定
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
リ

セ
ッ
ト
）
が
必
要
に
な
り
、
ま
た
、

場
合
に
よ
っ
て
は
受
信
ア
ン
テ
ナ

の
取
替
等
の
工
事
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。    

　

次
の
場
合
（
工
事
業
者
の
あ
っ

せ
ん
依
頼
を
受
け
た
場
合
）
を
除

き
、
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
工
事
に
お
伺
い
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
突
然
、
テ

レ
ビ
調
査
員
と
か
工
事
作
業
員
等

と
名
乗
っ
て
訪
れ
、「
工
事
を
す

る
の
で
、
工
事
費
を
支
払
っ
て
く

れ
」
と
い
う
者
が
い
た
ら
、
悪
徳

商
法
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

工
事
に
関
し
て
あ
ら
か
じ
め
工

事
業
者
に
つ
い
て
の
ご
希
望
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
の
受
信
対

策
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
こ
の
際
、
ご
依
頼
が
あ
れ
ば

工
事
業
者
の
あ
っ
せ
ん
（
紹
介
）

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
に
お

伺
い
す
る
と
き
は
事
前
に
ご
連
絡

し
ま
す
。
突
然
に
お
伺
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

　

不
審
に
思
わ
れ
る
場
合
は
、
直

ち
に
、
次
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は

交
番
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。  

▽
問
い
合
わ
せ
先

宮
崎
・
鹿
児
島
地
域
受
診
対
策
セ

ン
タ
ー

�
０
１
２
０
（
５
５
０
）
１
４
２

�
０
９
９
（
２
０
６
）
８
６
３
４

　

事
業
所
、
ホ
テ
ル
等
に
お
け
る

テ
レ
ビ
（
受
信
機
）、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
等
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
工
事

は
、
日
常
生
活
の
場
で
あ
る
一
般

の
住
宅
等
の
場
合
と
は
異
な
り
、

国
の
費
用
負
担
の
対
象
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
で
の
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。 

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
介
護

１８

保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　先月紹介した写真の反対側から撮影した
湾・赤連商店街。七夕の飾り付けをする女の
子の服装や自動車が年代を感じさせる。人の
通りも多く、にぎやかさが感じられる。写真
の裏には昭和４７年と書かれていた。撮影場所
は現在のモリ商店付近。

　あの日　あのころ

お
知
ら
せ

昭和４７年の湾・赤連商店街

平
成　

年
４
月
か
ら
介
護
保
険

１８

料
（　

歳
以
上
の
方
）
が
変
わ

６５

り
ま
す

テ
レ
ビ
調
査
員
、
工
事
人
を
名

乗
る
悪
徳
商
法
に
ご
注
意
く
だ

さ
い



（１３）　平成１８年４月号
　

県
で
は
、
身
体
障
害
者
や
精
神

障
害
者
が
取
得
し
、
ま
た
は
所
有

す
る
自
動
車
（
精
神
障
害
者
ま
た

は　

歳
未
満
の
身
体
障
害
者
に
つ

18
い
て
は
、
生
計
を
同
一
に
す
る
者

の
所
有
を
含
み
ま
す
）に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
と
き
に
は
自
動
車
税
お
よ
び

自
動
車
取
得
税
を
減
免
し
て
い
ま

す
。

・
身
体
障
害
者
が
日
常
生
活
用
と

し
て
運
転
す
る
場
合 

・
生
計
同
一
者
が
専
ら
身
体
障
害

者
等
の
通
学
、
通
院
、
通
所
ま
た

は
生
業
の
た
め
に
運
転
す
る
場

合
・
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成

さ
れ
た
世
帯
で
生
活
す
る
身
体
障

害
者
等
の
通
学
、
通
院
、
通
所
ま

た
は
生
業
の
た
め
に
常
時
介
護
す

る
者
が
運
転
す
る
場
合
な
ど 

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
自
動
車
税
管
理
事
務
所 

�
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

各
総
務
事
務
所
・
各
支
庁
財
務
課

　

喜
界
高
等
学
校
（
尾
口
義
男
校

長
）で
は
生
涯
学
習
県
民
大
学「
鹿

児
島
地
理
紀
行
」
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
県
内
に
居
住
す
る
成
人
で

あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

▽
実
施
期
間

・
５
月　

日
〜
６
月
８
日

１１

　
（
毎
週
月
、
木
曜
日
の
９
回
）

・
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

　
（
各
２
時
間
。
た
だ
し
午
後
７

時
か
ら
参
加
で
き
る
方
も
受
講

Ｏ
Ｋ
）

▽
募
集
定
員　
　

人
３０

▽
実
施
場
所　

　

喜
界
高
等
学
校
会
議
室

▽
受
講
料　

無
料

　
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

１
０
０
０
円
徴
収
）

▽
講
座
の
紹
介

　

昨
年
度
、
喜
界
高
校
で
実
施
し

た
社
会
学
習
講
座
「
鹿
児
島
地
理

紀
行
」
が
好
評
で
、
続
編
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
の
声
が
多

か
っ
た
た
め
、
本
年
度
は
県
民
大

学
に
お
い
て「
鹿
児
島
地
理
紀
行
」

の
第
二
弾
を
行
い
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
①
市
町
村
合
併

に
よ
っ
て
新
し
く
誕
生
し
た
新
自

治
体
と
そ
の
特
色
②
県
内
各
地
で

活
躍
す
る
企
業
の
紹
介
が
中
心
。

特
に
企
業
紹
介
は
バ
ブ
ル
後
に
成

長
し
た
企
業
を
中
心
に
県
内　

社
１８

（
Ａ
Ｚ
〜
阿
久
根
市
、
エ
コ
ク
リ

エ
ー
ト
〜
鹿
児
島
市
、
シ
ン
ケ
ン

〜
鹿
児
島
市
、
森
伊
蔵
〜
垂
水
市

な
ど
）
の
経
営
者
や
実
務
担
当
者

へ
直
接
取
材
し
た
内
容
な
ど
を
毎

回
準
備
し
て
い
ま
す
。
９
回
の
講

座
は
地
域
別
に
以
下
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
６
回
以
上
の
出
席
者

に
は
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

▽
学
習
テ
ー
マ

１　

県
都
鹿
児
島
市
の
特
徴
と
近

年
の
動
向

２　

南
薩
の
観
光
産
業
・
環
境
産

業
３　

薩
摩
川
内
〜
海
を
越
え
た
合

併
４　

出
水
〜
新
幹
線
開
通
と
そ
の

影
響

５　

ハ
イ
テ
ク
と
観
光
の
街
・
霧

島
市

６　

畜
産
王
国
鹿
児
島
を
支
え
る

曽
於

７　

鹿
屋
と
大
隅
半
島
〜
現
状
と

今
後
の
発
展
の
鍵

８　

種
子
・
屋
久
の
観
光
と
交
通

〜
航
路
新
規
参
入
と
新
空
港
に

　

つ
い
て

９　

奄
美
諸
島
と
喜
界
島
の
明
日

を
考
え
る

▽
申
込
み
〆
切　

４
月　

日
２８

　
（
喜
界
高
校
事
務
室
へ
）　

▽
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
立
喜
界
高
等
学
校

　

�
６
５－

０
０
２
４

　

担
当
＝
奥
山
嘉
邦

　

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
。

し
か
し
、
日
本
人
の
歯
は
平
均

寿
命　

〜　

歳
と
、
と
て
も
短

５０

６０

命
で
す
。
そ
ん
な
日
本
の
中
で

も
鹿
児
島
県
は
虫
歯
の
多
い
県

で
す
。
そ
し
て
喜
界
島
は
、
県

内
で
も
有
数
の
（
�
）
乳
幼

児
の
虫
歯
の
多
い
地
域
な
の

で
す
。
そ
こ
で
、
町
内
の
歯

科
医
を
は
じ
め
、
歯
科
衛
生

士
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
母
子

保
健
推
進
員
、
育
児
サ
ー
ク

ル
の
元
気
な
お
母
さ
ん
た

ち
、
保
育
所
等
、
有
志
が
集

ま
り
「
喜
界
島
、
子
ど
も
の
歯

の
健
康
を
考
え
る
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

「
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の
笑
顔
輝
く

喜
界
っ
子
を
育
て
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
子
ど
も
の
歯
の
健

康
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
熱
く
語
り
合

い
ま
し
た
。
会
で
は
「
歯
磨
き
」

「
お
や
つ
」「
断
（
卒
）
乳
」「
虫

歯
に
な
り
に
く
い
歯
づ
く
り
」
の

４
つ
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
問
題

点
と
し
て
「
お
や
つ
（
甘
い
お

菓
子
）
を
食
べ
る
量
、
回
数
が

多
い
」「
断
（
卒
）
乳
の
時
期

が
遅
い
」「
生
活
リ
ズ
ム
の
不

規
則
な
子
ど
も
が
多
い
」「
乳

歯
は
ど
う
せ
生
え
替
わ
る
か

ら
虫
歯
に
な
っ
て
も
い
い
と

思
っ
て
い
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
大
変
な

問
題
で
す
。
そ
し
て
、
親
だ

け
、
家
族
だ
け
、
努
力
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
問
題
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
口
は
体
の
入
り
口
で
す
。
虫

歯
は
歯
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
健

康
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
乳

歯
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
日
々

ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
く
子
ど
も

た
ち
。
そ
の
健
康
を
地
域
み
ん
な

で
守
り
ま
し
ょ
う
！

〜
つ
づ
く
〜

歯は全身の健康に関わる

障
害
者
に
対
す
る
自
動
車
税
・

自
動
車
取
得
税
の
減
免
が
あ
り

ま
す

平
成　

年
度
生
涯
学
習
県
民
大

１８

学
「
鹿
児
島
地
理
紀
行
」
講
座



平成１８年４月号　（１４）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

平
成
十
八
年
一
月
、
県
内
の
全

小
学
五
年
生
・
中
学
一
年
生
・
中

学
二
年
生
を
対
象
に
、
学
習
し
た

こ
と
が
ど
れ
だ
け
身
に
付
い
て
い

る
か
を
調
べ
る
「
基
礎
・
基
本
」

定
着
度
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
教
科
ご
と
の

通
過
率
を
、
本
町
の
児
童
生
徒
平

均
と
県
平
均
・
大
島
地
区
平
均
と

で
比
べ
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
の
各
学
校
の
学
力
向
上

の
取
り
組
み
と
本
調
査
結
果
か

ら
、
次
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

【
成
果
】

　

○　

小
学
校
は
町
全
体
と
し

て
県
平
均
よ
り
も
全
て
の

の
教
科
で
高
い
学
力
を
身

に
付
け
て
い
る
。
中
学
校

も
教
科
に
よ
っ
て
は
県
平

均
を
上
回
る
学
力
を
身
に

付
け
て
い
る
。

　

○  
各
学
校
の
授
業
の
工
夫

や
「
家
庭
学
習
六
〇
・
九

〇
運
動
」
に
よ
る
確
実
な

取
り
組
み
が
子
ど
も
の
成

果
に
表
れ
て
き
た
。

　

【
課
題
】

　

○　

結
果
の
分
析
を
密
に

し
、
落
ち
込
ん
で
い
る
部

分
は
学
校
も
家
庭
も
本
人

も
「
基
礎
・
基
本
を
身
に

付
け
る
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
で
努
力
す
る
。

　

学
力
は
、
変
化
の
激
し
い
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
上

で
、「
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
」
た

め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

  
こ
れ
か
ら
も
「
家
庭
学
習
六
〇
・

九
〇
運
動
」
を
確
実
に
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成　

年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７

　
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
度
調
査
の
結
果
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（１５）　平成１８年４月号

ア
マ
リ
リ
ス
花
芽
か
ぞ
え
て
春
を

待
つ
心
に
や
さ
し
風
の
さ
さ
や
き

北
島　

シ
ナ

昼
下
が
り
日
向
ぼ
こ
し
て
う
た
た

ね
す
夢
に
出
で
来
し 
亡  
夫 
声
も
な

つ 

ま

く　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

 
小  
庭  
辺 
の
日
向
の
中
に
香
り
立
つ

さ 
に
わ 
べ

み
か
ん
の
花
に
風
ま
だ
寒
し

竹
田
ヨ
シ
子

小
鳥
鳴
く
日
向
に
出
で
て
診
察
を

待
つ
束
の
間
は
痛
み
う
す
れ
る

平
尾　

チ
ヨ

日
向
ぼ
こ
好
み
し
母
は 
現 
し 
世 
の

う
つ 

よ

働
き
づ
め
の 
一
生 
を
終
え
て

ひ
と
よ

屋
良
ミ
ノ
子

車
い
す
出
で
て
日
な
た
の
鉢
植
え

を
膝
に
抱
え
て
荒
草
を
取
る

美
代　

イ
シ

亡
き
母
の
縫
い
し
を
解
く
に
静
か

な
る
針
目
は
あ
り
し
春
の
日
向
に

郡　
　

市
子

日
向
に
て
庭
草
を
取
る
我
が
耳
に

澄
み
し 
鶯 
の
初
音
聞
こ
ゆ
る

う
ぐ
い
す

弥
島　

幸
子

道
す
が
ら
日
向
に
寄
り
て
立
ち
話

頭
上
に
淡
き
昼
雲
の
浮
く

林　
　

蓮
香

こ
の
ご
ろ
の 
籠 
り 
居 
の 
性 
癒
さ
む

こ
も 

い 

さ
が

と
冴
え
わ
た
る
野
の
日
向
を
歩
む

嶺
倉　

祝
子

野
す
み
れ
に
目
を
と
め
あ
る
く
日

向
道
を
は
や
足
の 
雉  
子 
ふ
い
と
横

き 

じ

切
る　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

　

氏　

名　
 
保
護
者 　

住　

所

嶽
本　
 
侑
志 　
　

洋
一　

志
戸
桶

ゆ
う
し

鳥
越　

れ
え
か　
 
宏 　
　

湾

　

本
島　

和
美　
　

阿
伝

　

澤
田
ま
さ
み　
　

白
水

　

榮　

健
太
郎　
　

佐
手
久

　

中
村
恵
理
香　
　

湾

　

大
久
保
智
明　
　

塩
道

　

麓　
　

順
子　
　

宇
検
村

　

西
尾　

勝
幸　
　

上
嘉
鉄

　

繁
山
美
乃
里　
　

小
野
津

　

岩
切　

輝
仁　
　

湾

　

上
角
早
弥
香　
　

赤
連

佐
手
久　
　

西　
　

ユ
キ　
　

才
８７

伊
実
久　
　

浪
岡　

ツ
チ　
　

才
８８

川　

嶺　
　

榮
山　

嘉
雄　
　

才
７８

赤　

連　
　

向
井
ノ
リ
エ　
　

才
７５

荒　

木　
　

荒
本　

ヒ
ロ　
　

才
７８

志
戸
桶　
　

東
野　

啓
夫　
　

才
８３

中　

里　
　

保　

マ
キ
エ　
　

才
７５

上
嘉
鉄　
　

榮　
　

ヨ
シ　
　

才
１００

志
戸
桶　
　

外
内　

カ
子　
　

才
９６

小
野
津　
　

花
岡　

武
隆　
　

才
７３

浦　

原　
　

奥
田　

辰
男　
　

才
７３

大
朝
戸　
　

高
倉　

マ
ツ　
　

才
８４

羽　

里　
　

直　
　

マ
ス　
　

才
８７

花
良
治　
　

厚　
　

東
照　
　

才
７３

■
香
典
返
し

荒　

木　
　

久
保　

琴
子

荒　

木　
　

福
原　

恵
子

川　

嶺　
　

榮
山　

智
枝

尼
崎
市　
　

輪
島　

茂
徳

佐
手
久　
　

西　
　

啓
一

中　

里　
　

芳　
　

悦
雄

赤　

連　
　

向
井　

武
夫

　

湾　
　
　

豊
崎　

義
光

志
戸
桶　
　

高
田　

清
昭

志
戸
桶　
　

外
内　

幸
男

中　

里　
　

保　

善
次
郎

小
野
津　
　

花
岡　

友
枝

上
嘉
鉄　
　

榮　
　

長
義

志
戸
桶　
　

東
野
ユ
キ
エ

宝
塚
市　
　

山
本　

門
枝

■
寄
付
金

荒　

木　
　

作
井　

久
吉

坂　

嶺　
　

岩
下　

晶
子

３
月
届
出

社
協
だ
よ
り

（平成１８年３月３１日現在）

世帯数……３，６９９戸（－ ４６）

人　口……８，３８７人（－１１６）

　男　……３，９４７人（－ ３３）

　女　……４，４４０人（－ ８３）

　　（　　）は前月比　　

（（

 
竹  
内 　
 
桃 
香
   
 
ち
ゃ
ん

た
け 
う
ち 

も
も 

か

（
４
歳
７
カ
月
）

 
翔  
太 
郎
   
 
ち
ゃ
ん

し
ょ
う 

た 

ろ
う（

４
カ
月
）

 大 塚   　
おお つか

 浩 士   くん
ひろ し

（１１歳）

　　　　 海 士   くん
かい し

　（９歳）

　　　　 勇 士   くん
ゆう し

（１歳９カ月）

　わが家のにぎやかなアイドル２人は、わがままで
あまえんぼうのもーちゃんと、朝にいつもご機嫌で
ニコニコしている翔ちゃんです。もーちゃんは、お姉
ちゃんになるためにおこられてばっかり。でも少しず
つがんばって�翔ちゃんもその笑顔をずっとたやさ
ずに…。２人でみんなをなごませてネ。

（（（

父＝浩二　母＝志保
〈湾〉

父＝浩也　母＝フロリーナ
〈塩道〉

　やさしい長男、おしゃべりな二男、マイペースな三男、個性
が全く違う兄弟３人。お兄ちゃん２人は、年の離れた弟にメロ
メロ♪これからも兄弟仲よく、助け合いながら、のびのびと成
長してほしいです。



平成１８年４月号　（１６）

う
ふ
く
ん
で
ぇ
ー
たチバリヨー


